
平
成
二
十
六
年
八
月
の
作
品
（
八
月
八
日
（
金
））） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
於 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

５
階
Ｄ
会
議
室
） 

  

日
盛
り
や
橋
に
客
待
つ
人
力
車 

 
 
 
 

（
一
江
） 

 

素
麺
や
母
の
好
み
し
胡
桃

く

る

み

だ
れ 

 
 
 
 

（
由
美
） 

 

か
ち
氷
額
に
夏
の
甲
子
園 

 
 
 
 
 
 

（
正
佳
） 

 

バ
リ
ト
ン
の
声
が
か
き
消
す
は
た
た
神 

 
（
隆
治
） 

 

ケ
チ
ャ
の
音
に
常
夏
の
島
暮
れ
ゆ
け
り 

 

（
正
雄
） 

 

重
い
口
開
け
て
語
れ
る
終
戦
日 

 
 
 
 

（
貴
美
） 

 

突
き
ぬ
け
る
空
よ
り
風
の
青
田
波 

 
 
 

（
奉
男
） 

 

片
蔭
を
行
く
山
伏
や
羽
黒
山 

 
 
 
 
 

（
太
郎
） 

 

父
母
の
墓
を
し
ば
し
離
れ
ぬ
秋
の
蝶 

 
 

（
前
歩
） 

 

夜
明
け
ま
で
堪 こ

ら

へ
て
蝉
の
鬨 と

き

の
声 

 
 
 

（
孝
昭
） 

 

梅
の
実
の
忘
れ
た
こ
ろ
に
落
ち
に
け
り 
 

（
平
六
） 


